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昨
年
９
月
16
日
に
提
案
の
あ
っ
た
「
給
与
制
度

改
悪
」「
給
与
・
一
時
金
カ
ッ
ト
３
年
延
長
」
に

対
す
る
た
た
か
い
は
、
秋
季
年
末
闘
争
で
の
強
行

を
許
さ
ず
、
越
年
の
た
た
か
い
へ
。
最
大
の
ヤ
マ

場
と
な
っ
た
１
月
20
日
、
府
当
局
は
「
一
時
金
カ

ッ
ト
の
中
止
」「
給
与
カ
ッ
ト
幅
０
・
５
％
圧

縮
」
な
ど
の
最
終
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

今季闘争の主な到達点今季闘争の主な到達点

　

本
欄
に
名
護

市
長
選
の
稲
嶺

氏
勝
利
に
寄
せ

た
文
を
書
い
て

１
年
が
過
ぎ

た
。
知
事
選
は
伊
波
氏
勝
利

に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
県
内

世
論
は
「
辺
野
古
移
設
反

対
」
が
圧
倒
し
て
い
る
。
だ

が
問
題
は
、
迷
走
か
ら
米
追

随
・
財
界
奉
仕
に
向
か
っ
て

暴
走
す
る
菅
民
主
党
政
権
の

姿
勢
だ
。
名
護
市
へ
の
交
付

金
の
09
、
10
年
度
分
16
億
円

の
凍
結
と
い
う
兵
糧
攻
め
に

出
た
の
で
あ
る
▼
こ
れ
に
対

し
今
年
１
月
、
有
識
者
が
名

護
市
支
援
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
呼
び
か
け
た
。
全
国

か
ら
「
菅
内
閣
の
交
付
金
カ

ッ
ト
に
抗
議
し
納
税
し
ま

す
」「
辺
野
古
の
海
は
国
民

の
宝
。
基
地
を
造
ら
せ
な
い

で
」「
政
府
の
や
り
方
に
怒

る
み
な
さ
ま
に
、
貧
者
の
一

灯
を
捧
げ
ま
す
」
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
、
僅
か
20
日
で

9
百
万
円
に
も
及
ぶ
寄
付
金

が
寄
せ
ら
れ
た
▼
〝
タ
イ
ガ

ー
マ
ス
ク
〞
は
新
聞
、
テ
レ

ビ
が
連
日
報
道
し
て
も
、
こ

の
こ
と
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。
地
方
紙
「
沖
縄
タ
イ

ム
ス
」
だ
け
が
社
説
で
取
り

あ
げ
た
。「
カ
ネ
に
も
の
を

い
わ
せ
て
米
軍
基
地
に
対
す

る
市
民
の
不
満
を
押
さ
え
込

む
手
法
は
も
う
通
用
し
な
い

…
私
た
ち
の
税
金
を
そ
ん
な

使
い
方
し
か
で
き
な
い
政
治

の
『
不
条
理
』
に
付
き
合
う

の
は
も
う
う
ん
ざ
り
だ
」
と

述
べ
る
▼
国
会
で
「
現
実

に
、
現
実
は
…
」
を
多
用
す

る
菅
首
相
の
演
説
も
、
も
う

う
ん
ざ
り
だ
。 

（
Ｃ
・
Ｓ
）

で
４
月
は
給
料
が
あ
が
っ
た

よ
う
に
み
せ
か
け
て
い
ま
す

が
、
５
級
主
査
・
４
級
主
担

主
事
に
待
っ
て
い
る
の
は
３

年
後
の
大
幅
減
額
で
す
。
こ

ん
な
ま
や
か
し
は
絶
対
許
せ

ま
せ
ん
!!　

最
高
号
給
の
引

き
延
ば
し
、
誰
も
が
30
歳
で

副
主
査
・
40
歳
で
主
査
な

ど
、
若
手
事
務
職
員
が
展
望

で
き
る
根
本
的
な
給
与
制
度

改
善
を
求
め
ま
す
。

多
忙
な
学
校
現
場
の
も
と
で

全
教
職
員
署
名
は
累
計
３
５

０
０
０
人
分
に
到
達
。
ヤ
マ

場
の
と
り
く
み
と
な
っ
た
19

日
に
は
、
民
間
労
働
者
や
全

教
本
部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各

教
組
の
支
援
を
う
け
、
府
庁

包
囲
・
デ
モ
に
５
０
０
人
が

参
加
、
同
日
夜
の
労
働
者
決

起
集
会
を
１
０
０
０
人
の
参

加
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

最
終
局
面
で

最
終
局
面
で

重
要
変
更
引
き
出
す

重
要
変
更
引
き
出
す

　

府
労
組
連
の
粘
り
強
い
た

た
か
い
に
よ
っ
て
、
府
当
局

は
１
月
20
日
の
最
終
回
答

で
、「
一
時
金
カ
ッ
ト
の
中

止
」「
給
与
カ
ッ
ト
幅
の
０

・
５
％
圧
縮
」「
技
能
労
務

職
給
料
表
２
級
水
準
の
引
き

上
げ
」「
副
主
査
選
考
の
改

善
や
他
の
任
用
制
度
に
つ
い

て
も
検
討
」
な
ど
の
前
進
的

修
正
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
府
当
局
の
最
終
回
答
は
、

職
場
教
職
員
の
怒
り
・
要
求

か
ら
み
れ
ば
、
な
お
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。
府
労

組
連
は
今
季
闘
争
を
終
結
す

る
も
、
た
た
か
い
が
つ
く
り

だ
し
た
到
達
点
を
足
が
か
り

に
、
給
与
カ
ッ
ト
の
撤
廃
、

給
与
制
度
・
任
用
制
度
の
抜

全
教
職
員
署
名
は

全
教
職
員
署
名
は

計
３
５
０
０
０
筆

計
３
５
０
０
０
筆

　

賃
金
大
改
悪
の
撤
回
へ
、

年
明
け
か
ら
職
場
の
と
り
く

み
が
旺
盛
に
展
開
さ
れ
、
超

　

特
例
減
額
０
・
５
％
圧
縮

府労組連闘争

「
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」撤
回
、府
政
転
換
へ

「
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」撤
回
、府
政
転
換
へ

共
同
の
力
で
一
時
金
カ
ッ
ト
中
止

共
同
の
力
で
一
時
金
カ
ッ
ト
中
止
、、給
与
カ
ッ
ト

給
与
カ
ッ
ト
0.50.5
％
圧
縮

％
圧
縮

■ 給与・一時金カット
１）一時金４％（管理職６％）カット中止（2011年度より実施しない）
２）給与カット幅0.5％圧縮（管理職以外）

■ 給与制度改悪
１）経過措置
　• 給与切替、「技能労務職給料表」適用、現給保障の廃止によ

って給与ダウンとなる教職員について、現行給与から毎年度
２％ずつ削減。ただし、給与カット期間中は現行支給額を維持

２） 技能労務職給料表　新２級水準を引き上げ

■ 評価制度
［昇給反映］
１ ）「良好（標準）以上」の場合、昇給格差をなくす（４号給で
統一）

２ ）「良好（標準）未満」の場合、昇給反映を行う（やや良好で
ない→２号給、良好でない→昇給なし）

　※ 「やや良好でない」を従来の３号給昇給から２号給昇給へ改
悪提案

［勤勉手当］
３ ）成績率を拡大　配分原資0.015月→0.03月
　※ 成績上位者に配分するための原資として全教職員から取り上

げる額（年間0.06月）
［その他］
４ ）自己申告票不提出者の不利益拡大…不提出の場合、昇給な
し。勤勉手当の成績率を53.5／100

　・２）３）４）については、２月中旬目途に協議

■任用制度
　副主査選考のあり方や他の任用制度について検討

大教組第181回臨時大会
２月26日（土）13：30～
府教育会館 ８Ｆ たかつ

本
的
な
見
直
し
に
向
け
た
た

た
か
い
を
い
っ
そ
う
強
化
し

ま
す
。
ま
た
府
職
員
・
教
職

１・19ドキュメント

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

若
手
事
務
職
員
が
展
望

も
て
る
府
政
実
現
を山田　欣司さ　　ん

（大教組事務職員部）

100人の府労組連交渉団が当局を徹底追及（１月20日）

府庁包囲・デモ ▶
には500人が結集

▲労働者決起集会
　を1000人の参加
　で開催（府庁正
　面玄関）

組
合
の
力
、

み
ん
な
が
実
感

井関　美季さ　　ん
（府障教・岸和田支援）

員
い
じ
め
の
根
源
に
あ
る

「
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
」
の
撤
回
、
府
政
転
換
へ

向
け
て
広
範
な
府
民
と
の
共

同
を
ひ
ろ
げ
、
全
力
で
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
特
別
休
暇
へ
の
攻

撃
。
そ
し
て
今
年
は
賃
金
の

大
改
悪
。
安
心
し
て
仕
事
が

で
き
る
条
件
整
備
は
大
阪
府

の
責
任
の
は
ず
で
す
。
一
時

金
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
当
局
の

姿
勢
を
つ
き
く
ず
し
た
の

は
、
職
場
と
大
教
組
の
力
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
守

る
た
め
、
よ
り
多
く
の
同
僚

と
手
を
つ
な
ぎ
運
動
を
広
げ

た
い
で
す
。


